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平成２２年度から平成２６年度までの
５か年を対象にした、「第２次総社市行
政改革大綱・実施計画」と「定員適正化
計画」がまとまりました。
行政改革は、「市民と行政の協働の推
進」「組織・マネジメントの改革」「健全
な行政運営」「公正の確保と透明性の向
上」の４つの柱が軸。数値目標を設定し、
４２項目の具体的な取り組みを定めまし
た。
策定にあたっては、これから訪れる

真の地方分権と社会情勢の変化に対応
し、多様化・複雑化が進む市民ニーズに
応えることを主眼におきました。そし
て、「質」の高い行政サービスを提供で
きる市とするための取り組みを実施計
画として掲げました。
限られた財源と人員を最大限に活用

するため、平成２２年度から平成２６年
度までの定員適正化計画も策定しまし
た。市職員数は現在と同じ５６３人体制
を維持。職員の年齢構成にも配慮した
新規採用を行い、事務量とバランスの
とれた体制整備を図るとしています。
前回は、事務事業の見直しや、公共

工事関係のコスト縮減などに取り組み、
平成２０年度には約８億４０００万円の財
政効果がありました。今後も引き続き、
「自立できる総社市」を目指し、行政改
革を断行していきます。
問い合わせ 総務課行政係（1９２－８
２１８）

③健全な行政運営

④公正の確保と透明性の向上

★簡素で迅速な事務の推進
●各種申請手続の簡素化
●イベントの見直し

★コスト（費用）の最小化と
市民満足度（効果）の最大化
●多文化共生の推進

★経費節減合理化と
自主財源の確保
●優良企業の誘致推進
●工事用資材の再利用による経費節減
●公共施設の維持管理費の節減
●滞納整理の促進
●実質公債費比率の改善による財政健全化

★民間活力の活用
●指定管理者制度の活用
●公共施設や封筒、ホームページへの広告
●地域情報誌『そうじゃ道標』の協働発行

★行政サービスの受益と
負担の見直し
●使用料・手数料などの見直し

★情報提供・公開の推進
●ホームページの充実
●ファイリングシステムによる文書管理の推進
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①市民と行政の協働の推進

②組織・マネジメントの改革

★地域協働の推進
●自主防災組織の新規設立
●パブリックコメント（市民からの意見募集）
の拡充

●審議会の構成の見直し
●岡山県立大学との共同研究の実施
●地区活動への助成の検討と導入

★環境問題に対応した
事業の推進
●ごみ減量の維持
●太陽光発電システムの設置の推進
●水洗化の促進

★住民ニーズに対応した
組織・機構の見直し
●幼稚園での預かり保育の拡大
●効率的な組織を目指し、市の機構の見直し

★自ら考え自ら行動できる
人材育成
●人事考課制度の本格実施
●職員提案制度の活性化

★定員管理・給与の適正化
●定員管理の適正化

第２次総社市行政改革大綱に基づいて行わ

れる主な具体的な取り組みを紹介します。

市のホームページの
トップページにバナー
広告を採用

ごみの減量も行政改革
の取り組みの一つ




